
平成 18年度

みんなで創ろう ! 賤輻晰‐‐褥鰈
このたび 「みんなで創ろう !わたしたちの公民館」をテーマに、

「おのみち公民館いきいき講座」を市内公民館を巡回しながら開催 します。

尾道市は、市民一人ひ とりが輝いて生きるために 「元気な公民館」をめざします。

公民館活動やボランティア活動などに関心のある人、どなたでも受講いただけます。

“充電したら放電したくなる。放電したら充電する。ご―緒に充電を!!"

第 3回  1講話・ワークショップ

11月1 17Ell  唯 婆
学習か

ぶ√街l黒〒:[なふぁぃ_」

(釜⇒  1宇都音美撃三進革替教育研究セジター
」
助教授

13時 30分  | 佐々本英和さん
～15時 30分 |ところ :市公民館 (尾道市御調町)

定員 :各講座 80人 先着順 (参加無料 口申込不要)どなたでも (1講座のみの受講も可 )

※ 各国開催会場が異なりますので、ご注意ください。

主催 :問い合わせ先 :尾道市中央公民館 ( 80848-48-5177 )
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第 1回
10月 3日

(,k)
13時 30分
～15時 30分

講義 【2007年問題対応】」
「人の集まる (男性)講座のつくり方
フリーライター(兵庫県男女共同参画審議会委員)

吉田清彦さん

ところ :三庄公民館 (尾道市困島三庄町)

第 2回
10月 18日

(2К )

13時 30分
～15時 30分

講演 「笑つて元気にまちづくり」

大分県佐伯市 観光大使

矢野大和 さん

ところ :向島公民館 (尾道市向島町)



講師の紹介

【吉田清彦さん】

フリーライター。調理師。昭和 59年に 「コマーシャ

ルの中の男女役割を問い直す会」を結成。現在、同会世

話人。平成 16年から兵庫県男女共同参画審議会委員を

務める。

女性センターなどが主催する講座で、情報、メディア、

教育、くらし、男の料理など多様なテーマで講師を務め

る。

平成 7年ごろから「男性講座」や 「男性料理教室」の

講師を依頼されることが多くなり、行政発想にとらわれ

ない新 しい「男性講座」のスタイルを次々に考案 して、「人

の集まる男性講座」を数多く成功させている。

会場案内

三庄公民館 (尾道市因島三庄町)
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【矢野大和さん I

昭和 31年 大分県宇目町に生まれる

佐伯鶴城高校で 「落語研究会」を発足

国学院大学卒業 (「落語研究会」に所属)

昭和 55年 宇目町役場に就職

平成 12年 宇目町観光商工課にて一般業務と平行 し、

町の宣伝活動を始める

平成 13年 宇日町観光大使に任命される

平成 17年 佐伯市に合併、佐伯市観光大使 として現在

ご活躍中

☆ 国民文化祭素人落語競演会で最優秀賞を受賞

☆ 著書に 「笑って元気～ハッスル公務員口演記」

【佐々本英和さん】

昭和4■ 年福井県生まれ。東京大学教育学部卒業。現在、

宇都官大学生涯学習教育研究センター助教授。専門は生

涯学習論、生きがい 。自己実現論。ワークショップ (参

加型学習)を得意とする。

・ 21世 紀はコミュニケーションを真allに考える時代。

。 リーダーは人の心の声を聴け。

・ 子どもたちは地域で生きている人に学んでいる。

。 長寿社会は、学び直しの社会。楽しく学び直そ う !

・ ボランティアをしている人の 90パーセン トは、学習

したくなる。充電 (学習)したら放電 (ボ ランティア)

したくなる。放電したら充電する。

向島公民館 (尾道市向島町)
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市公民館 (尾道市御調町)
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